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right = no-right, duty = privilege, power = disa-
















その場合の検証命題は Wesley N.Hohfeld に依
拠し 35），法律世界の命題は right, duty, no-
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るときに AB 間に存在する関係が jural right で
































































































































































































































































privileges, powers, immunities の集合が成立す
る場合，その特定人 X は上記の目的が達成さ






















実現する，rights, privileges, powers, immuniti-
es の集合が成立する。
 （ 2 ）その「価値判断」の実現する，rights, 
privileges, powers, immunities の集合を指示す
る名前を所有権というのだから，その特定人は
所有権者である。




rights, privileges, powers, immunities の集合が
B について成立した時点が，B の所有権者にな
った瞬間，すなわち所有権が A から B に移転
した時期になるはずである。
 （ 4 ）「所有権」という名前には「その価値判
断」を実現する rights, privileges, powers, imm-







断 を 実 現 す る 目 的 を 達 成 す る，rights, 




 （ 1 ）全ての物には，いわばその属性として特
定人との間に「所有権事実」が成立する。
 （ 2 ）その「所有権事実」を提示する名儀，名称，
名前を「所有権」というのだから，その特定人
は所有権者である。





わち所有権が A から B に移転した時期になる
はずである。
 （ 4 ）所有権という所有権事実の名称には，所
































































































































































































































































































































 1 ）Gierke, Otto, Deutsches Privatrecht, zweiter 
Band, Sachenrecht, vlg. ,  von Duncker & 
Humblot, Leipzig, 1905, s.348.
 2 ） 穂積陳重『実名敬避俗研究』刀江書房，大正 15 年，
19 ページ。
 3 ） 田中春美他『言語学入門』大修館，1975 年，147
ページ。
 4 ） Jakobson, Roman, The framework of language, 
Michigan Studies in the Humanities, 1980, p.83f, 
（池上嘉彦，山中桂一共訳『言語とメタ言語』
勁草書房，1984 年，104-105 ページ）。
 5 ） Ibid., p.81（101 ページ）。
 6 ） 田中他，前掲書，147 ページ。
 7 ） 万葉集に 3 首ある。＊）




 巻第 11 の 2506 歌――寄物陳思の
言霊の八十の衢に夕占問ふ占正に告る妹はあ
ひ寄らむ
 巻第 13 の 3254 歌――柿本朝臣人麿歌集歌臼
磯城島の日本の国は言霊の幸はふ国ぞま幸く
ありこそ













1042 号，1994 年 4 月，70 ページ以下に，その簡
単な紹介がある。




13） Jacobson, R., op. cit., pp.15-16（27-28 ページ）。
14） Saussure, Ferdinand de, Course in General Lin-
guistics, translated by Baskin, Wade, McGraw-




15） 高梨公之『名前のはなし』東京書籍，昭和 56 年，
26 ページ以下。
16） Jacobson, R., op. cit., pp.87-88（111 ページ）。
17） Saussure, F. de, op. cit., p.71f.（98 ページ）。
18） Chomsky, Noam, Language and Thought, Moyer 
Bell, London, 1993, p.17.
 （大石正幸訳『言語と思考』松柏社，1999 年，9 ペー
ジ）。
 Saussure, F., op. cit., p.9（27 ページ）。
19） 田中他，前掲書，9-10，24-25 ページ。
20） Jacobson, R., op. cit., pp.87-88（111 ページ）。
21） Ibid., pp. 84-85（108 ページ）。
22） 辻「法律要件 = 要件事実認識と 2 値認識」『阪南

































 ＊）Saussure, F. de, op. cit., p.9（21 ページ）。
23） Saussure, F. de, op. cit., p.9（21 ページ）。





編』33 巻 4 号，1998 年 3 月，79 ページ以下。「登
記の記号論的意味論」同上誌，38 巻 2 号，2003
年 3 月，15 ページ以下。
27） 辻（2001），前掲論文，同所。
28） 同上論文，89-95 ページ。
29） 辻「占有の謎 = 所有権の謎」『阪南論集　社会科
学編』38 巻 1 号，2002 年 10 月，1 ページ以下。
30） 太田知行「分析哲学的方法による所有権概念の











ェルド Hohfeld に従って法律関係を right; no-








もの rights, privileges 等の集合である。逆にい






















 　所有権が一定の rights, privileges 等の集合に
付けられた名前であるというのは，まさにその
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「所有権」という言葉は，ある rights, privileges, 



















（2004 年 10 月 14 日受付）
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